
 

２０１９年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

都道府県・政令市名【 福島県 】 

学校名【 会津若松市立第二中学校 】 

１ 実践テーマ Ⅰ ･ Ⅱ ･ Ⅲ ･ Ⅳ ･Ⅴ  

２ 実施対象者 

（学 年 ･人 数） 

第１学年全クラス ８３名 

 

３ 展開の形式 （１） 学校における活動  

① 教科名（       ） 

② 行事名（ 車いすバスケ体験 ） 

③ その他（       ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（        ） 

② その他  （        ） 

４ 目 標  

（ねらい） 

○車いすバスケ体験を通して、東京パラリンピックへの興味・関

心を高め、さらに実際に車いすを試乗したり、ゲーム形式を通し

たりしながらそのおもしろさや難しさを体感し、みんなで盛り上

げていこうとする雰囲気を醸成する。 

５ 取組内容 ① 職員会議で概要を説明し、生徒に体験させたいこと確認し

た。その結果、オリンピック・パラリンピックの両方につい

て、理解を深めさせたいとの意見が多く出た。 

② １１／８ 若松二中体育館においてパラリンピック教育の

車いすバスケ体験を行った。（講師：車椅子バスケ女子日本

代表コーチ岩佐義明さん 及び車椅子バスケ女子日本代表候

補選手 萩野真世選手） 

 

 

 

③ 体験後に振り返りを行った。次のような感想などがあり、活

動の成果が現れたと感じる。 

 
 

 

 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 

ミニ講演会 シュート練習 ゲーム練習 

体が不自由でもあきらめずにリハビリをして車椅子バス

ケをしている人は、とても心が強いなと思います。今度

のパラリンピック、がんばってほしいなと思いました。 



 

 

 

 

６ 主な成果 

 

○生徒の感想から、次のような心の動きや成長がみられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７実践において

工夫した点 

（事業の特色） 

○来年度行われる東京オリンピックについては、北京とロンド

ンオリンピックのボクシング競技のオリンピアン２名を招聘し、

講演会を開催することで生徒の興味関心を高めることができた。

もう一つの柱である東京パラリンピックへの興味関心を高める

ために、出場が確実視される車いすバスケの日本代表コーチと候

補選手を招聘して、その魅力や競技の面白さや難しさを体感する

ように計らった。 

８ 主な課題等 ○授業などで実践する場合には、講演会のみなど単発的な取り組

みではなく、障がい者スポーツとしての楽しさやおもしろさを少

しでも体感できるように、数時間を費やしての活動になることが

望ましいのではないかと思われる。 

 ９ 来年度以降 

の実施予定 

○令和２年度はいよいよ東京オリパラの開催年である。当該年度

であるので、福島県で開催される野球・ソフトボール競技に目が

向くような教育活動（総合学習や学活などを利用して）を展開し

ていきたい。 

○福島のＪビレッジを出発地とする聖火リレーにも注目させ、地

元でのルートなどにも興味を持たせ、機運を盛り上げていきた

い。 

○東京オリパラをきっかけとして、スポーツをしたり観戦したり

する生涯スポーツへの橋渡しをする教育活動を地道に行ってい

きたい（保健体育科の授業・部活動などを通して）。 

 

 

これからもっと障がい者スポーツが広がればいいと思

いました。 

オリンピアンやパラリンピアンが特別な存在ではなく、あき

らめずに頑張った結果であるということが理解できた。 

オリンピックばかりでなく、パラリンピック

を盛り上げていこうとする機運が高まった。 

オリパラ教育を通して、今年行われる東京オリンピッ

クへの興味・関心が十分に高まった。 


